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第5章実験配置法の比較
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例題5.1

2つの因子A、Bをとりあげた実験を考える。因子Aを2水準A!，A2、
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(1) .完全無作為化法による実験

社水準組み合わせでの牒り1思し毅nをn-=2とすると、合計 1!l困

の実験をすることになるが、この 12回の実験すべてをランダムな

順序でやる。(図5.1)

(2) .乱塊法による実験

n==2ぞす2ろぞ ブロヴケの*準争 2*準~r.ぞろ三ぞ忙な 0~

したがって、まず6っすべての水準組み合わせをランダムな順序で

実験し、それが終わってからまた、 6つのすべての水準組み合わせ

をランダムな順序で実験する。(図5.2)
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誤差分散推定の自由度が大きいほど検定の精度がよい。もっと

Tf確にいうん ， F 檎官官におけQ~ヤ母の事閃の向由民買が大きいほ戸

l〉じ川1:;;jilx l 

性質2

この2つの性質の要求は、一般に、矛盾をするという関係にある。つまり、

性質1の立場から検定の精度をよくしようと思えば、性質2の立場からは精

度が悪くなり、遡に、件費2の立場から檎官の精度若干上くしよう土思えば、

性質1の立場からは精度は悪くなる。したがって、この2つの面からの要求

の兼合いが問題となる。
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苦し塊法ということになる。しかし、これは 1つの直感的な見方で、あり、デー

タ解析の理論すなわち統計学の立場から、この3つの実験配置法の優劣を調

べてみる。ただし、前述の通り、ラテン方格法はこの比較から除外する。

データ解析のときに使われる主要な手法は検定であるから、この検定の精

度という立場から、完全無作為化法と乱塊法の優劣を比較する。
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回数は白nとなり同じである。各々の場合の分散分析表は表5.1、表5..2のよ

うになる。

変動問 自由度 平均平方の期待値 |よ| ['111 ) 

A間 α-1 σ?+nσ2 」日l α1  
〉・〉

(J ~ 十 11 σ1

誤差 α(n-1) σ 2 C [1ッケ 1/1]
吋〉同〉σ 十t-(I(Ju 

キ念 山一 1) 誤差 (α-l)(n -1) σ ヰ
T 

総 αn-1 

表 5.1完全無作為化法 表 5.2乱塊法
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ある。
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